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「朝日町エコミュージアムサテライト散歩」 を開催しました！

「朝日町エコミュージアムと

　　西澤信雄展」を開催しています！

　創遊館エコルーム前のエココーナーにて「朝日町エコミュージア
ムと西澤信雄展」を開催しています。　
　故西澤信雄氏の著書の紹介や、広報朝日町に掲載されたエコ
ミュージアム関連の記事の掲示、これまで出版したエコミュージア
ムの小径の展示などをしています。
　また、平成元年（1989）から始まったエコミュージアムの活動
を年表にまとめたエコパネルの展示もしておりますので、お立ち寄
りの際は是非ご覧いただけましたら幸いです。

※西澤氏の書籍は朝日町立図書館で貸し出しを行っています。

旧荒沢集落

朝日川十景　玉石橋

松保の大杉（大江町）

　今年度も「朝日町エコミュージアムサテライト散歩」を 9 月から１１
月にかけて計３回開催しました。
　町広報で連載していた「朝日町エコミュージアムサテライト散策」から、
ウォーキングをしながら２時間程度で巡れるコースを設定。散策には町内
外の方からご参加いただきました。
　旧荒沢地区散策では、小学校低学年まで荒沢地区に住んでいた松田勝美
さんを案内人に迎え、当時の生活の様子を聞きながら散策を楽しみ、集落
跡では今もある湧き水を沸かしてコーヒーをご馳走していただきました。
　朝日川十景では１０箇所あるうちの９箇所を訪れました。白滝へ行く道
が新しく整備されており、真正面から迫力のある滝を眺めることができま
した。また、お昼はナチュラリストの家で美味しいお蕎麦を堪能しました。
　松保の大杉に向かう道中、生憎の雪模様となりましたが、大杉に到着す
るとみなさんその大きさに圧倒されていました。また大暮山集落内の八幡
神社や萬福寺に祀られている瞽女の墓にも足を運びました。
　どこも普段気軽に訪れることのできない場所でしたので、ご参加いただ
いた皆様に楽しんでいただけました。

◆2023年のエコミュージアムサテライト散歩開催地◆

  9/30…旧荒沢地区（集落跡地）
10/28…朝日川十景（白滝、ヌルマタ沢、朝日鉱泉周辺等）
11/25…松保の大杉（大江町）大瞽暮山地区（八幡神社、瞽女の墓）



◆
朝
日
川
十
景

　
①
朝
日
川
渓
谷
の
転
石

【
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
】　

県
道
宮
宿
・
白
滝
線
、
立
木
の
白
倉
橋
た

も
と
か
ら
南
西
に
約
０
．
６
㎞
入
っ
た
河
床
に
あ
り
ま
す
。

　

朝
日
川
が
大
き
く

カ
ー
ブ
し
て
い
る
所
の

河
床
に
は
、
丸
く
な
っ

た
大
小
の
石
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
洪
水
の
時
な
ど
に
上

流
部
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ら
流
れ
て
く
る

時
に
こ
ろ
が
り
、
角
が

と
れ
て
丸
く
な
っ
て
き

た
も
の
で
す
。
中
に
は

角
張
っ
た
ま
ま
の
大
き
な
岩
も
あ
り
、
岸
壁
か
ら
崩

れ
落
ち
た
も
の
が
流
れ
の
中
で
留
ま
っ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
が
両
岸
の
木
々
と
共
に
渓

谷
の
美
し
い
景
観
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
約
１
㎞
上
流
に
は
朝
日
川
十

景
②
与
市
の
大
岩
が
あ
り
ま
す
。
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川
十
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⑥
朝
日
の
白
滝

【
Ｄ
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】　

県
県
道
宮
宿
・
白
滝
線
の
終
点
、
白
滝
登

山
口
か
ら
南
に
林
道
を
進
み
間
も
な
く
、
立
木
か
ら
約
９

㎞
の
「
し
ら
た
き
ば
し
」
の
西
側
に
あ
り
ま
す
。

　

朝
日
川
に
入
る
白
滝

沢
の
合
流
点
近
く
に
白

滝
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

水
量
や
高
さ
は
朝
日
川

流
域
随
一
の
滝
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
鳥
原
山

か
ら
流
れ
る
金
山
沢
、

白
目
沢
、
銅
食
沢
の
水

が
集
ま
っ
て
白
滝
沢
と

な
る
こ
と
か
ら
、
水
量

が
豊
か
で
落
差
も
大
き
く
、
斜
面
を
流
れ
落
ち
る
際

に
常
に
水
し
ぶ
き
が
上
が
り
、
白
く
見
え
る
こ
と
か

ら
白
滝
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
庄
内
松
山
藩
が
作
製
し
た
朝
日
鉱
山

の
山
絵
図
に
も
「
白
瀧
」
と
記
し
て
あ
り
、
鉱
山
に

出
入
り
す
る
人
々
も
、
こ
の
滝
を
な
が
め
て
い
た
よ

う
で
す
。

※

「
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
テ
ラ
イ
ト
散
歩
」
で

訪
れ
た
場
所
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
瞽
女(

ご
ぜ)

の
墓

【
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
】
大
谷
か
ら
大
沼
に
向
か
う
県
道
の
途
中
か

ら
入
っ
た
大
暮
山
集
落
の
中
ほ
ど
の
丘
に
立
つ
萬
福
寺
の

境
内
に
あ
る
。

　

大
暮
山
萬
福
寺
の
境

内
、
宝
篋
印
塔
の
前
に

小
さ
な
自
然
石
の
墓
が

あ
り
ま
す
。
寺
に
あ
る

資
料
に
よ
る
と
「
天
保

十
二
年
（
一
八
四
一
）

越
後
か
ら
瞽
女
が
や
っ

て
来
た
。
四
、
五
人
で

組
を
つ
く
り
、
目
が
見

え
な
い
の
で
前
の
人
の

腰
か
ら
の
ば
し
た
手
拭
を
後
ろ
の
者
が
握
り
、
大
き

な
荷
物
を
背
負
い
な
が
ら
、
暗
く
な
っ
た
大
暮
山
の

山
道
を
歩
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
連
日
の
大
雨
に

よ
る
土
砂
崩
れ
に
あ
い
、最
後
尾
を
歩
い
て
い
た
「
あ

き
」
と
い
う
瞽
女
だ
け
が
生
き
埋
め
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
村
人
た
ち
は
、
か
わ
い
そ
う
に
思
い
、
み

ん
な
で
和
尚
に
頼
み
、
葬
式
を
あ
げ
た
。」
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
時
に
仲
間
の
瞽
女
達
が
建
て
た

も
の
で
す
。

　

石
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二
丑
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三
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造
立　
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山
釋
如
両
比　

越
後
蒲
原
郡
橋
田
村　

た
せ
、
り
ん
、

た
き
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
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